
施 策 
ＳＤＧｓとの対応 

ゴール ターゲット 

●下水道の管きょ・施設の地震対策

●下水道の危機管理対策

●浸水対策

●下水道の管きょ・施設の老朽化対策

●下水道の管きょ・施設の維持管理

●下水道の高度処理

●合流式下水道の改善

●下水道の未普及地域の解消

●下水道の水質管理・事業場指導業務

●下水道の地球温暖化対策

●下水道の資源・施設の有効利用

1.5 2030年までに、貧困層や脆弱な状況にある
人々の強靱性（レジリエンス）を構築し、気

候変動に関連する極端な気象現象やその他の

経済、社会、環境的ショックや災害に暴露や

脆弱性を軽減する。

3.9 2030年までに、有害化学物質、ならびに大
気、水質及び土壌の汚染による死亡及び疾病

の件数を大幅に減少させる。

6.2 2030年までに、すべての人々の、適切かつ
平等な下水施設・衛生施設へのアクセスを達

成し、野外での排泄をなくす。女性及び女

児、ならびに脆弱な立場にある人々のニーズ

に特に注意を払う。

6.3 2030年までに、汚染の減少、投棄の廃絶と
有害な化学物・物質の放出の最小化、未処理

の排水の割合半減及び再生利用と安全な再利

用の世界的規模で大幅に増加させることによ

り、水質を改善する。

6.a 2030年までに、集水、海水淡水化、水の効
率的利用、排水処理、リサイクル・再利用技

術を含む開発途上国における水と衛生分野で

の活動と計画を対象とした国際協力と能力構

築支援を拡大する。

7.2 2030年までに、世界のエネルギーミックス
における再生可能エネルギーの割合を大幅に

拡大させる。

9.1 すべての人々に安価で公平なアクセスに重点

を置いた経済発展と人間の福祉を支援するた

めに、地域・越境インフラを含む質の高い、

信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエン

ト）なインフラを開発する。

9.b 産業の多様化や商品への付加価値創造などに

資する政策環境の確保などを通じて、開発途

上国の国内における技術開発、研究及びイノ

ベーションを支援する。

11.5 2030年までに、貧困層及び脆弱な立場にあ
る人々の保護に焦点をあてながら、水関連災

害などの災害による死者や被災者数を大幅に

削減し、世界の国内総生産比で直接的経済損

失を大幅に減らす。

13.1 すべての国々において、気候関連災害や自然
災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適

応の能力を強化する。

14.1 2025年までに、海洋ごみや富栄養化を含
む、特に陸上活動による汚染など、あらゆる

種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減する。

施 策 
ＳＤＧｓとの対応 

ゴール ターゲット 

●水道水・工業用水の水質管理の徹底

●県内水道事業者や企業団等との広域

連携

●水道・工業用水道の施設・管路の地

震対策

●応急給水拠点の整備

●水道・工業用水道の危機管理対策

●水道・工業用水道の施設・管路の老

朽化対策

●水道・工業用水道の施設・管路の維

持管理

●水源に係る水環境の維持

●水道・工業用水道の地球温暖化対策

●水道・工業用水道の資源の有効利用

6.1 2030年までに、すべての人々の、安全で安価
な飲料水の普遍的かつ衡平なアクセスを達成

する。

6.4 
2030年までに、全セクターにおいて水利用の
効率を大幅に改善し、淡水の持続可能な採取

及び供給を確保し水不足に対処するととも

に、水不足に悩む人々の数を大幅に減少させ

る。

6.5 2030年までに、国境を越えた適切な協力を含
む、あらゆるレベルでの統合水資源管理を実

施する。

7.2 2030年までに、世界のエネルギーミックスに
おける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡

大させる。

9.1 すべての人々に安価で公平なアクセスに重点

を置いた経済発展と人間の福祉を支援するた

めに、地域・越境インフラを含む質の高い、

信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエン

ト）なインフラを開発する。

11.5 2030年までに、貧困層及び脆弱な立場にある
人々の保護に焦点をあてながら、水関連災害

などの災害による死者や被災者数を大幅に削

減し、世界の国内総生産比で直接的経済損失

を大幅に減らす。

本市では、「川崎市持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）推進方針」を平成 31 年２月に策定

し、全庁をあげてＳＤＧｓの達成に寄与する取組を推進しています。 

ＳＤＧｓに掲げる目標は、上下水道ビジョンの目指すところの目標と同様の方向性である

ことから、ＳＤＧｓの理念や国の動向等を踏まえながら、各施策・取組を実施するととも

に、関連の深い分野別計画等との連携を図ることで、ＳＤＧｓ達成に向けた取組の推進を

担うと位置付けています。

（１）上下水道ビジョンとＳＤＧｓとの対応 

 ＳＤＧｓの達成に寄与する取組を着実に進めるために、上下水道ビジョンで示した３つの基

本目標とＳＤＧｓのゴール及びターゲットとの対応を次のとおり示します。 

 なお、ＳＤＧｓは国連で採択された地球規模の内容ですが、関連性のあるゴール及びターゲ

ットを記載しています。 

【基本目標Ⅰ：安定給水の確保と安全性の向上】 

上下水道ビジョン及び中期計画と持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）との関連について

【基本目標Ⅱ：下水道による良好な循環機能の形成】 

参考１ 
令和元年度第２回 

経営審議委員会資料



施 策 
ＳＤＧｓとの対応 

ゴール ターゲット 

●お客さまとの信頼関係の構築

●お客さまの利便性の向上

●官民連携による国際展開 

●技術協力による国際貢献 

●持続可能な経営基盤の確保

6.a 2030年までに、集水、海水淡水化、水の効
率的利用、排水処理、リサイクル・再利用

技術を含む開発途上国における水と衛生分

野での活動と計画を対象とした国際協力と

能力構築支援を拡大する。

9.b 産業の多様化や商品への付加価値創造など

に資する政策環境の確保などを通じて、開

発途上国の国内における技術開発、研究及

びイノベーションを支援する。

17.7 
開発途上国に対し、譲許的・特恵的条件な

どの相互に合意した有利な条件の下で、環

境に配慮した技術の開発、移転、普及及び

拡散を促進する。

《参考》持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）１７のゴール 

（２）進行管理について 

 ＳＤＧｓに関する取組については、上下水道ビジョンとその実施計画である中期計画に基づ

く各施策・取組を通じて行うため、進行管理については中期計画における進行管理と一体的に

行うこととします。 

【基本目標Ⅲ：市民サービスの充実と持続可能な経営基盤の確保】 


